
令和２年（2020）
第54号
発　行

広島新四国八十八ヶ所
第三十二番札所霊場

「当山開基壱千三百年前」
〈観世音菩薩祈願所〉

真言宗
箱島山  慈眼院  正観寺

小　出　真　行
小　出　真　弘
吉　田　真　覚

『
般
若
心
経
秘
鍵
』

　

蓮
華
は
イ
ン
ド
に
咲
く
花
で
、
仏
教
で
は
そ
の
蓮
華
を
仏
教
を
象
徴
す
る
花
と
し
て

い
る
。
そ
の
綺
麗
に
咲
く
蓮
の
華
を
観み

て
、
自
分
の
中
に
自じ

然ね
ん

に
存
在
す
る
清
ら
か
な

心
が
あ
る
事
を
知
り
、
そ
の
花
が
実
を
結
ぶ
菓こ
の
みを
見
て
、
心
の
中
に
本
来
存
在
す
る
徳

相
を
悟
り
な
さ
い

―
と
い
う
意
で
あ
る
。（
自じ
し
ょ
う
し
ょ
う
じ
ょ
う
し
ん
あ
ん
じ
ん

性
清
浄
心
安
心
）

　
蓮は
ち
すを
観
じ
て
自
浄
を
知
り
、
菓こ
の
みを
見
て
心
徳
を
覚
る
。

　
　

・
災
害
時
の
役
割
を
確
認

備
え
あ
れ
ば
憂
い
無
し
、
日
頃
よ
り
認
識
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

①
い
つ
で
も
明
る
く
前
向
き
に

②
人
と
の
出
会
い
と
そ
の
時
を
大
切
に

③
「
世
の
た
め
人
の
た
め
」
を
第
一
に

④
感
動
・
感
謝
を
忘
れ
ず
に

⑤
「
ダ
メ
」
の
ひ
と
こ
と
は
使
わ
ず
に

⑥
喜
び
を
ひ
と
り
じ
め
せ
ず
に

⑦
悲
し
み
も
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
に

⑧
与
え
ら
れ
た
役
割
を
生
き
る
力
に

⑨
い
き
い
き
と
行
動
す
る
毎
日
に

⑩
自
分
の
可
能
性
は
無
限
だ
と
信
じ
る

　

人
に

あ
と
は
「
実
行
す
る
か
し
な
い

か
」
で
す
。

　

去
年
は
台
風
の
発
生
が
多
く
、
そ
の
原
因
と
し
て
台

風
発
生
域
で
海
面
水
温
が
高
い
上
、
イ
ン
ド
洋
の
季
節

風
が
例
年
以
上
に
強
く
吹
き
、
太
平
洋
高
気
圧
付
近
の

東
風
と
接
近
し
て
積
乱
雲
が
渦
を
作
り
や
す
い
条
件

が
重
な
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　

ご
存
知
の
よ
う
に
台
風
十
九
号
が
激
甚
災
害
及
び

非
常
災
害
へ
指
定
さ
れ
、
関
東
・
東
海
地
方
で
の
爪

痕
は
す
ご
い
も
の
で
し
た
。
こ
の
非
常
災
害
指
定
は

二
〇
一
六
年
の
熊
本
地
震
以
来
二
例
目
だ
そ
う
で
す
。

で
は
、
災
害
被
害
を
少
し
で
も
減
ら
す
に
は
ど
う
し
た

ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？

一　

身
近
に
い
る
人
と
力
を
合
わ
せ
て
で
き
る
こ
と

　
　

・
参
加
型
の
避
難
訓
練

　
　

・
災
害
対
策
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成

二　

自
分
で
で
き
る
こ
と

　
　

・
防
災
グ
ッ
ズ
の
用
意

　
　

・
家
具
等
の
固
定

三　

家
族
で
で
き
る
こ
と

　
　

・
災
害
時
の
連
絡
方
法

　「
災
害
被
害
を
少
し
で
も
減
ら
す
に
は
？
」

　「
心
力
を
養
う
生
き
方
」
10
カ
条
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気
を
つ
け
た
い
ね

い
ら
い
ら　

う
ろ
う
ろ　

が
や
が
や　
　
　

あ
っ
さ
り
・
き
っ
ぱ
り
・
し
っ
か
り

ぐ
ず
ぐ
ず　

こ
せ
こ
せ　

じ
ろ
じ
ろ　
　
　

じ
っ
く
り
・
す
っ
き
り
・
の
ん
び
り

せ
か
せ
か　

は
ら
は
ら　

ふ
ら
ふ
ら　
　
　
　

す
る
の
が
い
い
ね

ぶ
ら
ぶ
ら　

む
か
む
か　

よ
ろ
よ
ろ

　

し
な
い
よ
う　

気
を
つ
け
た
い
ね

う
っ
か
り
・
う
ん
ざ
り
・
が
っ
か
り

げ
っ
そ
り
・
こ
っ
そ
り
・
ぼ
ん
や
り

　

せ
ず
に

　
　
戒か
い
み
ょ
う名と
は
？

　

戒
名
と
い
う
の
は
、
仏ぶ
っ
か
い戒
を
受
け
て
、
仏
弟
子
と
な
っ
た
証し
ょ
う
め
い明の
よ
う
な
も
の

で
す
。
だ
か
ら
、
生
き
て
い
る
う
ち
に
受
け
る
の
が
本
来
の
在
り
方
な
の
で
す
。

　

戒
名
に
院
が
つ
い
た
り
、
大
居こ

じ士
、
大だ
い

姉し

、
居こ

じ士
、
信し
ん

士じ

、
信し
ん
に
ょ女
な
ど
の
区
別

が
あ
る
の
は
、
そ
の
人
の
仏
教
に
対
す
る
信
仰
の
深
さ
、
仏
教
・
寺
院
へ
の
貢
献

な
ど
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
た
と
え
ば
院い
ん
ご
う号
は
、
本
来
、
お
寺
を
一
つ
建
て
て

供
養
す
る
ほ
ど
の
功く

徳ど
く

を
積
ん
だ
人
に
与
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
、
信
仰
が
無
い

の
に
、「
い
く
ら
お
金
を
出
し
た
ら
院
号
を
つ
け
て
も
ら
え
ま
す
か
」
と
要
求
す

る
の
は
、
見
当
違
い
な
こ
と
で
す
。

　

た
だ
、
貴
族
の
人
が
、
亡
く
な
っ
た
人
に
か
わ
っ
て
功く

徳ど
く

を
積
む
と
い
う
意
味

で
、
冥み
ょ
う
が
き
ん

加
金
を
納お
さ

め
る
と
い
う
方
法
を
と
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
れ
で
も
誰
か
れ
な
し
に
つ
け
る
の
は
間
違
い
で
す
。
無
理
し
て
実

態
の
伴
わ
な
い
名
前
だ
け
の
院
号
を
も
ら
う
よ
り
、
信
士
、
信
女
で
決
し
て
卑
下

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
居こ

じ士
や
信し

ん

士じ

は
戒か

い
み
ょ
う名の

下
に
つ
く
称
号
で
、
戒
名
そ
の
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
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「
お
稲
荷
さ
ん
」
鳥
居
奉
納
〔
経
年
劣
化
の
為
〕



 

「
境
内
地
墓
地
」「
本
堂
　
納
骨
堂
」「
永
代
供
養
塔
」　
に
つ
い
て

◎
境
内
地
墓
地　

本
堂
納
骨
堂　

永
代
供
養
塔　

空
き
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
仏
の
子
供
の
お
約
束

　

正
観
寺
が
経
営
し
て
い
ま
す
「
金
剛
保
育
園
」
の
園
児
（
０
歳
～
６
歳
）
に
守
っ

て
も
ら
っ
て
い
る
「
お
約
束
」
を
、
檀
信
徒
の
皆
さ
ま
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

私
た
ち
大
人
も
学
ば
せ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

　
仏
の
子
供
の
お
約
束

私
た
ち
よ
い
子
は
　
仏
さ
ま
を

拝
み
ま
す

私
た
ち
よ
い
子
は
　
元
気
に
あ

い
さ
つ
い
た
し
ま
す

私
た
ち
よ
い
子
は
　
み
ん
な
と

仲
良
く
遊
び
ま
す

私
た
ち
よ
い
子
は
　
一
生
懸
命

が
ん
ば
り
ま
す

私
た
ち
よ
い
子
は
　
仏
さ
ま
を

拝
み
ま
す

私
た
ち
よ
い
子
は
　
お
約
束
を

守
り
ま
す

私
た
ち
よ
い
子
は
　
人
の
恩
に

感
謝
い
た
し
ま
す

私
た
ち
よ
い
子
は
　
最
後
ま
で

が
ん
ば
り
ま
す

私
た
ち
よ
い
子
は
　
仏
さ
ま
を

拝
み
ま
す

私
た
ち
よ
い
子
は
　
礼
儀
正
し

く
い
た
し
ま
す

私
た
ち
よ
い
子
は
　
進
ん
で
お

手
伝
い
を
い
た
し
ま
す

私
た
ち
よ
い
子
は
　
希
望
に
向

か
っ
て
が
ん
ば
り
ま
す

⑶  令和２年　　　　　　　　　　　　　　　観　　　　　　音　　　　　　　　　　　　　　　　　　第54号

正
観
寺

　手
づ
く
り
市

　三
月
八
日
（
日
）（
十
時
〜
十
五
時
）

◎
当
日
、
全
て
手
づ
く
り
（
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
品
）
が
多
々
並
び
ま
す
! !

　是
非
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　火
渡
り
を
し
、
福
餅
を
拾
い
、
ご
利
益
を
授
か
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
お
昼
は
お
接
待
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　）

「
観
音
大
祭
」
の
ご
案
内

観音大祭　手づくり市
（H31. 3. 10）

◎
「
や
す
ら
ぎ
観
音
さ
ま
」
の
ご
守
護
を
頂
戴
し
、
日
々
の
あ
ん
じ
ん

安
心
の
糧

　に
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　本
堂
内
に
ご
奉
納
さ
れ
て
も
、
仏
さ
ま
を
お
持
ち
帰
ら
れ
て
、
各
ご

　家
庭
で
お
祀
り
頂
い
て
も
結
構
で
す
。

「
や
す
ら
ぎ
観
音
さ
ま
」
の
ご
奉
納
に
つ
い
て



《
月
例
行
事
予
定
表
》

一
、
御
本
尊
「
聖
観
世
音
菩
薩
」
ご
縁
日

　  

［
諸
供
養
・
諸
祈
願
（
護
摩
祈
祷
）・
昼
食
お
接
待
有
］

　
　
◎
毎
月
　
十
八
日
　
午
前
十
時
半
～

　
　
　
　
　
　
十
八
日
が
日
曜
・
祭
日
の
場
合

　
　
お
大
師
さ
ん
「
弘
法
大
師
」
ご
縁
日

　
　
　
　
　
二
十
一
日
　
午
前
十
時
半
～

　
　
　
　
　
※
（
二
月
・
三
月
・
八
月
）
除
く

二
、
般
若
心
経
　
写
経
教
室
　
　
　
月
一
回
程
度

　
　
　
　 

平
日
昼
間
　
午
前
十
時
半
～
十
二
時

三
、
高
野
山
金
剛
流
御
詠
歌
教
室
　
月
二
回
程
度

　
　
　
　 

平
日
昼
間
　
午
後
十
三
時
～
十
五
時

　

一
、
四
月
十
二
日（
日
）～
十
三
日（
月
）  

一
泊
二
日

　
　
　

 

『
奈
良
巡
拝
』 　

費
用 

四
〇
、〇
〇
〇
円
予
定

　

二
、
七
月
七
日（
日
）～
八
日（
月
）　　

 

一
泊
二
日

　
　
　

 

『
石
鎚
山
参
拝
』 

費
用 

三
五
、〇
〇
〇
円
予
定

　

〒
七
三
五
―
〇
〇
二
九

　

広
島
県
安
芸
郡
府
中
町
茂
陰
二
丁
目
二
―
八
―
四

　
　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
八
二
―
二
八
二
―
五
六
六
二

　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
八
二
―
二
八
五
―
五
五
三
〇

　
　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

 

広
島
　
正
観
寺  �

　

○
新
大
州
橋
・
イ
オ
ン
モ
ー
ル
広
島
府
中（
旧
ソ
レ
イ
ユ
）近
く

　

◇
Ｊ
Ｒ
天
神
川
駅
下
車
徒
歩
七
分

　

◇
バ
ス
停「
新
大
州
橋
」「
府
中
大
橋
」下
車
徒
歩
三
分

　
　
　
　
　
　
　
　

（
駐
車
場
有
り
）
正
　
観
　
寺

《
随
時
受
付
中
（
宗
派
不
問
）
》

　
　
　
詳
細
は
お
寺
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
境
内
地
墓
地
・
本
堂
納
骨
堂
・
永
代
供
養
塔

　
水
子
納
骨
堂
・
水
子
地
蔵
尊
・
や
す
ら
ぎ
観
音

　
正
観
寺
会
館
（
葬
儀
会
場
）
／
（
仏
前
結
婚
式
会
場
）

　
先
祖
供
養
・
水
子
供
養
・
永
代
供
養

　
護
摩
祈
祷
・
厄
除
け
・
お
焚
き
上
げ
・
諸
祈
願
・
仏
事
全
般
等
々

　
随
時
本
四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場
お
砂
踏
み
可

検
索

第54号　　　　　　　　　　　　　　　　　　観　　　　　　音　　　　　　　　　　　　　　　令和２年  ⑷

令
和
二
年
度

　
　年
間
行
事
予
定
表

一
〜
三

十
八三十中

旬
十
七

一
〜
三
十

十
二
〜
十
三

十
八

一
〜
三
十
一

十
八

十
八

五
〜
六

十
八

上
旬

十
五

十
八

中
旬

十
八

一
〜
三
十
一

二
十
一

一
〜
三
十

十
八

十
八

三
十
一

修
正
会
（
初
護
摩
祈
祷
）

初
観
音
ご
縁
日

星
祭
り
（
星
供
養
節
分
会

　北
斗
護
摩
祈
祷
）

観
音
大
祭
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　）

春
季
彼
岸
お
参
り

春
季
彼
岸
会
・
永
代
合
同
供
養
祭

十
三
詣
り

奈
良
（
古
寺
名
刹
）
巡
拝

観
音
ご
縁
日

十
三
詣
り

観
音
ご
縁
日

観
音
ご
縁
日
・ 大

柴
燈
護
摩
火
渡
り
・
福
餅
ま
き

ご
本
尊
供
・
土
砂
加
持
・
手
づ
く
り
市

青
葉
祭
り

（
弘
法
大
師
降
誕
会
）

秋
季
彼
岸
会

永
代
合
同
供
養
祭

霊
峰
石
鎚
山
参
拝

観
音
ご
縁
日

盆
お
参
り

盂
蘭
盆
会
・
永
代
合
同
供
養
祭

地
蔵
祭
り
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　）

秋
季
彼
岸
お
参
り

観
音
ご
縁
日
・

七
五
三
祝
祷

弘
法
大
師
ご
縁
日

七
五
三
祝
祷

観
音
ご
縁
日

納
観
音
ご
縁
日

年
越
祭
（
除
夜
の
鐘
）

う

　ら
ぼ
ん
え

き
ゅ
う
り
加
持
祈
祷
・
護
摩
祈
祷

施
餓
鬼
供
養
・
演
奏
会

一二三四五六

七八九十十
一

十
二


